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Ⅵ．お わ り に
本調査を行った結果，事業所によって構造や支援内
容・方法は様々であるが，その間口は広く，手帳の有無
によらず学生の見学や体験にも積極的であることが明ら
かとなった。インターネットやパンフレットの閲覧だけ
では知り得ない情報も多かったことから，学生のニーズ
に応じた情報提供をする上で実際に足を運んで情報を収
集することの重要性が示された。
大学として，まずは学生と保護者を交えた三者面談を
行い，ニーズの把握や事業所の理解を促進させる機会を
持つなどして，段階を追った支援を行う必要がある。学
生相談室や障がい学生支援室は，保護者を交えた面談の
機会を持ちやすい部署であるため，その際に卒業後を見
据えた話をする機会を持つことが重要である。
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また，大学との連携については実践や研究が進んでい
ないことが推察され，今後の課題となった。支援者が連
携方法，連携目的について明確な意図を持ち，個人情報
保護に留意しつつ，在学中から卒業後を見据え連携を行
いながら支援することが重要であると考える。
付記
本研究は，北方圏学術情報センターによる研究助成を
受けた。
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